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議事結果 

【議題】 

 〇海老名市下水道総合計画（改定版）骨子（案）について 

・第１回審議会において各委員からの意見を踏まえた海老名市下水道総合計画

（改定版）骨子（案）について事務局より説明を行いました。 

  ・骨子（案）に対する意見書の後日提出を依頼しました。 

【後日提出の意見内容】 

 〇議題に対し、別紙のとおり意見がありました。 



令和３年度第２回海老名市下水道運営審議会：議題に対する意見一覧（書面提出分）

海老名市下水道総合計画（改定版）骨子（案）について

〇　先ずは、下水道行政が、如何に生活密着型の施策であるか、改めて総合計画（改定
　版）の骨子で理解することができました。
　　中でも第３章下水道の課題で現計画の課題（未達成）については、なぜ達成できな
　かった？次には、どのような体制で達成するのか注目していきたいと思いました。
　　また、新たな課題も提起されている中で「発生する問題」など、予断を許さぬ状況で
　はと危惧しています。そして、新たな課題の中で「下水道施設の老朽化」が示されてい
　ました。基幹施設である為、市民生活に影響を及ぼすことのないよう対処していくこと
　となりますが、多額の改修費用も想定される為、緊急度合など勘案しながら計画的に対
　処するようになると思っています。
　　そして、このような実態・状況等を広く市民の方々にお示しして、ご理解頂くよう
　「下水道通信」（簡単なもの）を作成して全戸配布するようなことも、これからの下水
　道事業への応援と理解度を増す施策と考えます。

〇　骨子（案）について、特に問題ありません。ご担当者の方々の丁寧な説明でよく理解
　できました。

〇　変化する自然や社会状況を見据えながらこの計画が計画だけに終わらぬ様、着実に実
　施していってください。
　　また、新聞記事で「人口が減っても水道が命綱であるのは変わらない。かつては「日
　本人は水と安全はタダだと思っている」と言われた。しかし今は水を使い続けるため
　に、費用を捻り出すことが急務となっている。」とあるように安全な水を使い続ける為
　に必要な費用について常に市民に伝え続けていくことが必要だと思います。

〇　近年の異常気象による災害防止には、先手の修繕や対策を持って、大事故や大損失を
　防がなければなりません。これらは、限られた予算での実行は大変だとは思いますが慎
　重に対応していただきたいと思っております。

〇　これからの１０年間は、経済的な事も含めて今までの１０年とは違うと思います。現
　在ある管路に対する維持管理を中心に考え、ストックマネジメント計画を立て、実行す
　る事が大切だと思います。

〇　新しい管路の設置については、先送りする事も視野にいれてもいいのでは・・・。南
　部のほうなどは、本当に下水道が必要なのかな？と感じる時があります。市としては、
　普及率１００%を目指しているのでしょうか。

〇　骨子案については問題ありません。
　　最近の気候変動から水害対策は、最優先課題と思います。消防署・市役所・警察署等
　の浸水が想定されますので、雨水管きょの整備、雨水貯留施設の整備を早期に具体化し
　ていくことを望みます。その為に浸水した写真等がもう少し多く掲載されるとよろしい
　かと思います。


